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光ビームを用いた表面下散乱方程式の解法に関する研究
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・光の減衰の考慮 ： lte σ−
・散乱特性の考慮 ： )(θp
屈折率 ： 1.5
位相関数パラメータ ： 0.8
sσ ： 2.19[mm-1]
tσ ： 2.1921[mm-1]
w∆ ： 1.0[mm]
inL ： 1.0[W/(sr・m2)]
L2 ：球ボリュームの直径w∆
散乱点の立体角
単位球に球ボリュームを投影する
ことにより決定紙半透明アクリル板
